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学術界における軽水炉安全技術・人材ロードマップの活用状況 

 

１．科学研究費補助金及び運営費交付金等の基盤的経費による大学等での研究 
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スタンプ
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（以上、平成２８年度科学研究費助成事業公募要領より） 
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平成２８年度科学研究費補助金助成事業 系・分野・分科・細目表 

（抜粋） 
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平成 28 年 4 月 1 日開始 科学研究費補助金（原子力学分野）採択課題一覧 

科研費データベースによる（平成２８年４月２６日公表） 

 

基盤研究(A) ４件（期間 3～5年間、２，０００万円以上５，０００万円以下） 

• イオン液体含浸吸着材を用いた高レベル廃液の核種分離プロセスの開発とその医療応用 

• 微小欠陥－元素分布トモグラフィー法による原子炉構造材料の照射劣化機構の解明 

• MCCI デブリからのアクチノイド溶出機構および処理プロセスに関する基盤研究 

• デュアル電流バイアス運動インダクタンス検出器による中性子検出効率の改善 

 

基盤研究(B) １５件（期間 3～5年間、５００万円以上２，０００万円以下） 

• 過酷事象対応能力向上のための状況適応的システムの実現に関する研究 

• ヒドゥン・ダメージの可視化技術開発：大規模地震を経験した機器の健全性評価の為に 

• 事象進展のダイナミズムを考慮したシームレスリスク評価手法の研究 

• 福島事故で発生したデブリの大気圧非平衡プラズマと固体吸着剤を用いた化学処理法 

• トリチウム汚染水の海洋放出処分に向けた社会的合意形成の為のトリチウム生物影響研究 

• 300℃・10MGy の耐熱耐放射線性能を持つ電子・撮像デバイス用微小電子源の開発 

• ガンマ線を電流測定しエネルギー分布を得るホウ素中性子捕捉療法用 SPECT の開発 

• 圧力容器鋼に形成されるレイトブルーミング相の同定と脆化への役割に関する研究 

• 放射性核種移行挙動に対する微生物影響因子の分子科学的研究 

• アクチニド分子種と生体分子の相互作用に関する計算化学的研究 

• マイクロリアクターによる多段同位体分離・濃縮 

• 新しい数理モデルによる放射線の生体影響 

• 高エネルギー領域に対応したはじき出し損傷モデルの構築 

• 放射性ストロンチウムの可視化に向けた同位体選別共鳴イオン化スキームの開発 

• X 線・中性子散乱による粘土鉱物中における核種のメゾスコピックスケール収着挙動評価 

 

基盤研究(C) １５件（期間 3～5年間、５００万円以下） 

• 合理的廃止措置のためのコンクリート構造物解体に係る新たなシナリオ評価ツールの構築 

• 高 Sc 数乱流物質伝達機構の流れ場スケール依存性解明と配管減肉制御技術実現への挑戦 

• 検証と妥当性確認(V&V)のための確率論的破壊力学解析基盤システムの構築 

• 水素吸蔵能の高いウラン合金の探索と性能評価 

• 原子炉設計拡張状態の予測不確かさ定量化：誤差相関を用いた新たな評価手法の開発 

• 高感度な γ 線直線偏光度測定系の開発：核データとしてのスピン・パリティ決定のために 

• 常温における二酸化ウラン・ナノ粒子合成法の開発とその新規物性の創出 

• 鉛ビスマス流れにおよぼす壁面濡れ性の影響 

• 蛍石型酸化物中のイオントラック原子構造とその重畳に伴う微細組織発達 
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• 動植物におけるセシウム動態解析のためのポジトロンイメージング技術の開発 

• 高速重イオン照射によって形成された表面ナノ構造の直接観察 

• 大型計算機を用いた核燃料熱物性の第一原理計算による評価手法の開発 

• 溶融塩処理法を用いた汚染土壌からのセシウム脱離とその構造解析 

• 環境モニタリングスペクトロメータ用線量率・空気中放射性物質濃度同時評価法の開発 

• γ 線多重層ビルドアップ係数表示式の系統的パラメータ推定に関する研究 

 

挑戦的萌芽研究１２件（期間１～３年間、総額５００万円以下） 

• 新型炉用汎用多種冷却材対応流量計測システムの開発 

• 不飽和帯における人工バリア変質抑制機能を活用したコンパクト地層処分システムの創成 

• アクチノイド化学基盤の再構築をめざすフタロシアニン錯体の単分子解析と核医薬応用 

• 磁気共鳴を用いた新しい同位体濃縮の試み 

• 異種気体による自然循環流のパッシブ流体制御機構の開発 

• エネルギー弁別オートラジオグラフィによる橋脚健全性診断法の開発 

• 核医学利用のためのラジウムおよび壊変核種を閉じ込める配位子の創成 

• 熱平衡原子法による放射性セシウムの高効率レーザー同位体分離のコールド試験 

• 放射線を利用した高耐久性改質木材の開発 

• 長寿命ベータ崩壊核種の短寿命化の基礎的研究 

• 永久磁石を用いた革新的電磁ポンプの開発に関する研究 

• 超音速プラズマ風洞を用いた同位体比分析法の開発と極低温プラズマによる高分解能化 

 

若手研究(B) １２件 若手研究者（39歳以下）が一人で行う研究、期間２～４年間、応募

総額によりＡ・Ｂに区分、（A）５００万円以上３，０００万円以下、(B)５００万円以下 

• TM-EFP：原子炉過渡挙動解析のための革新的数理モデル 

• 時間スケールの異なる機能発現による自己完結型長期安定緩衝バリアへの挑戦 

• 電子密度のグラデーションと擬似吸着能を活かした新しい有機複合吸着剤の創製 

• 蛍光修飾オリゴヌクレオチドを用いた放射線による生体分子損傷量の評価手法の開発 

• アクチノイド水酸化物・酸化物の固相表面を考慮した溶解度に関する研究 

• 住居制限区域解除に向けた低線量放射線の健康影響評価の基礎的検討 

• 放射線による天然多糖類複合ゲルの開発 

• 多座 N,O ハイブリッドドナー配位子による f元素イオン認識機構の解明と高度分離 

• 白金族元素吸着ポリマーの特性の解明及び高レベル廃液からの分離回収への適用研究 

• 核磁気共鳴を利用した液相での同位体遠心分離その場観察 

• 高い空間認識特性を持つ結晶粒・結晶方位の逆極点図イメージング 

• 磁化バイオミネラルによる放射性 Sr イオン吸着材料の開発 
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「科学研究費助成事業 審査システムの改革」（山本 智）による 

 

 

 

「科学研究費助成事業 審査システムの改革」（山本 智）による 
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現在提案されている小区分、中区分、大区分からなる「審査区分表」（抜粋） 

 

提案されている小区分の内容を説明するキーワードの例（抜粋） 
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現在提案されている小区分、中区分、大区分からなる「審査区分表」（抜粋） 

 
提案されている小区分の内容を説明するキーワードの例（抜粋） 
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２．学術の大型研究計画に関するマスタープラン：マスタープラン２０１４ 

（日本学術会議科学者委員会学術の大型研究計画検討分科会の提言） 

 

国家的な大型研究プロジェクトの推進には、長期間にわたって多額の経費を措置する必

要があるため、社会や国民の幅広い理解を得ながら、長期的な展望をもって戦略的・計画

的に推進していくことが強く求められる。本分科会では、日本学術会議「日本の展望―学

術からの提言2010―」の実現に向けて、大型研究計画の観点から学術の方向性を明らかに

するために、新たに学術大型研究計画207 件（区分I 及び区分II の合計）と重点大型研究

計画27 件を取りまとめ、その内容をマスタープラン2014 として提案した。 

マスタープラン2014 で策定された大型研究計画は、今後、科学技術立国を旨とする我が

国の将来に資するために、国として計画に措置されるべきである。このため、大型研究計

画が、国や自治体等の学術に関わる政策に速やかに反映されることが求められる。 

 

 

 

 

 

  


